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韓国幼兜教育の変遷 と現状

新 しい政策 「5歳 ヌリ課程」⑳ 聡年3樽 施行)を 申心 に

李 和 貞

餐.は じ め に

本年3月,韓 国においては,公 教育の 一環 として幼児教育の新 しい政策 「5歳 ヌリ1

課程」が全国的に施行され,幼 児教育の無償化時代への幕開けが告げられた。

0歳 から5歳 までの乳幼児期は身体的な発達はもちろん,書 語的,認 知的,情 動的

な面においてその発達が著 しく,子 どもはこの時期のさまざまな経験 を通 して,一 人

の社会的な存在 としての発達の基盤を形成 してい く。また乳幼児期は養育者とのア

タッチメン ト形成を申心に入 との関わ りや他者及び世界に対す る情動 を発達させ,

パーソナリティへの影響など,社 会情動的な発達において最も重要な時期 として注 目

される。

幼児教育及び保育の必要性とその目的に関して,韓 国幼児教育振興法の第!条 によ

ると,「この法律は,幼 児によい教育環境 を用意 して心身発達の充実 を期するととも

に無限の潜在的な力を伸長させることにより,将 来健全 な人格を有する国民に成長さ

せ,個 入 として幸福を享受 し,さ らに個人の力量を国家発展に寄与させるために幼児

教育及び保育 を振興することを目的とする」 とその 目的が明記 されている。

一方
,日 本の場合は,「 就学前の予どもに関す る教育 ・保育等の総合的な提供の推

進に関する法律」によると,「 この法律は,我 が園における急速な少予化の進行並び

に家庭及び地域 を取 り巻 く環境の変化に伴い,小 学校就学前の子 どもの教育及び保育

に関する需要が多様なものとなっていることにかんがみ,地 域における創意工夫を生

かしつつ,幼 稚園及び保育所などにおける小学校就学前の子 どもに対する教育及び保

育並びに保護者に対する子育て支援の総合的な提供を推進す るための措置を講 じ,

もって地域において予どもが健やかに育成される環境の整備に資することを口的 とす

る」としている。

日本では,幼 児教育は乳幼児期の子 どもの保育及び教育のため,幼 稚園と保育所に

二元化 され,幼 稚園は学校教育法か ら,保 育所は児童福祉法からそれぞれ規定されて

いる、、特に幼稚園は文部科学省幼児教育課の所管学校で,小 ・中 ・高 ・大学 ・大∠1糞院

までの教育体系の中の…環 として位置づけられてお り,運 営主体は私立の場合,学 校

法入及び歴史的経緯による個人立となる。また口本の幼稚園の教育課程は,幼 稚園教
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育要領の申に詳 しく示されいるが,そ の内訳を簡単に示す と,「健康」・「人問関係」・

「環境」・「誘葉」・「表現」の5領 域の教育課程 となっている(学 校教育法23条 各号参

照)。

・方 ,韓 国で も,乳 幼児の保育と教育が二元化 したシステムとなってお り,3歳 か

ら5歳 の幼児を半N間 預か り教育を提供する 「幼稚園」(教 育科学技術部管轄)と,0

歳か ら5歳 の子どもを長時間預かる保育所(保 健福祉家庭部管轄)に 分かれ発展 し,

子 どもの教育 と保育に貢献 してきた。

本論文では,韓 国幼児教育の変遷及び現状について調べ,特 に,今 年3月 から施行

される新 しい幼児教育政策 「5歳 ヌリ課程」について注 目し,そ の具体的な内容及び

特徴について言及したい。その上で,幼 児教育をめ ぐって韓国社会が抱 えている問題

及び今後の課題について検討 していきたい。

黛.韓 国の幼児教育の変遷

韓国の幼児教育及び保育の歴 史は,joO年 以上 に及び,1887年 に韓国最初の幼稚園

である釜由幼稚園が開園したことから始まる、,その後の1[OO年 代は韓国が開港 したこ

とをきっかけに西洋の宣教師や 日本人も加わり,次 々と近代的な幼児教育機関が設立

された。また植民地時代の192蔓年には,初 の保育所として泰和基督教幼児センターが

設立 され,徐 々に幼児教育 ・保育への関心が集められるようになった。

(1)「 教育法」の時期G949年 以降～)

韓 国で幼稚 園の教育 難的及び認 可な どに関す る制度的 な基準 が設け られ たの

は,1949年 「教育法」が公布されてからである。その後,1952年 は 「教育法施行令」

が制定され,幼 稚園に関する設立認可と園児数,教 育科 目,教 育 議数に関する基準 も

明確に した。 また1953年 「教育公務員法」が制定され,教 員資格に関する規定につい

ての説明があったが,幼 稚園教員資格基準は別途設けず,小 学校教員資格基準に幼稚

園の教員資格基準を含めると示された。

それ以降,幼 児教育に関する独立 した法令 として,「幼稚園設遣基準令」がユ963年

公布 され,徐 々に幼稚園の数も増大 した。

特 にlig70年代は,女 性 の社会進出,核 家族化,ベ ビーブームという社会的背景の

中,国 民の幼児教育に対する関心 と需要が高 まり,韓 国最初の公立幼稚園が4か 所に

誕生,さ らにユ98!年以降は公立幼稚園数が私立幼稚園数を上回り,民 間主導塑から政

府主導型への幼児教育の流れが形成され始めた。

(2)「 幼児教育振興法」の時期G982年 以降～)

1982年3月,韓 国政府は 「幼児教育振興総合計画」 を発表 し,「幼児教育振興策5
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年計画(/982～ ユ986年,:1987～199!年)」 を公表 した。そ して,政 策実現のための法

的基盤 として,「幼児教育振興法」を制定 ・公布(/982年12月)し,幼 児教育のため

の様々な取 り組みに拍車をかけた。

「幼児教育振興法」の第1条 を見ると,「この法律 は,幼 児によい教育環境 を用意

して心身発達の充実を期するとともに無限の潜在的な力を紳長 させることにより,将

来健全な人格 を有する悶民に成長させ,個 入として幸福を享受 し,さ らに個入の力量

を国家発展に寄㌻させ るために幼児教育及び保育を振興する」 とあ り,そ の目的が明

確 に示 された。これによって大 きく変わった ところは,そ れまで文教部2,保 健社会

部,内 務部IS,農村振興庁がそれぞれの幼児教育機関を管轄 していたのを,法 的基準

としての法令によって,文 教部傘下の公 ・私立幼稚園 と内務部傘下の幼児園(保 育

園)に 二分化 したことである。

このような制度的な改革は,幼 児教育機関の増加 とつなが り,!983年 には,全 国の

幼児教育機関が,公 立2,562カ 所,私 立1,7翼 ヵ所 と急増するようになった。

(3)「 教育改革審議会」の時期G987年 以降～)

1987年,政 府は 「教育改革審議会」を通して,就 学前の幼児 を対象に体系的な教育

を行うことの重要性 を再認識 し,そ のための幼稚園教育の公教育化の必要性について

意思を表明した。審議会の具体的な内容 をみると,「幼児の全入的1発達を促進させ,

淫眠 の基礎教育を高めるため,5歳 児の全ての幼児に対 して幼稚園入園を促 し,幼 稚

園は小学校併設幼稚園(公 立)を 根幹に,私 立幼稚園を併存 させる」 と明記されてい

る。

その後,!9%年 に 「教育改革委員会」が設けられ,公 教育化のためのより具体的な

改革案が提示され,翌 年の 「教育改革委員会」では,幼 児教育専門家 も参加 した上で,

幼児教育の行政管理システムの確立,幼 児教育の質的向上,幼 児教育改革のための財

源確立などの様々な案件が検討された。

(4)「 幼児教育法」の時期(2004年 以降～)

2004年 は,韓 国の幼児教育 において長年待望 していた 「幼児教育法jが 制定 された

年である。それによって,就 学前の幼児は,小 ・中学校 と同 じように公教育 として教

育が受けられるようになった。それまで韓国では幼稚園に関する法律が単独で存在せ

ず,「 小 ・中等教育法」に含まれていたが,「幼児教育法」の制定によって,幼 児教育

単独の法的基盤が整備 され,子 どもの発達段階に応 じた生涯にわたる教育に関連する

法律ができたことになる。(「幼児教育法」⇒ 「小 ・中等教育法」⇒ 「高等教育法」⇒

「生涯教育法」の順)

「幼児教育法」制定の意義について,何 点かあげると以下の通 りである。
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・2007年 まで満5歳 幼児の無償教育を段階的に実施す ることが明記され,家 庭の教育

負担を減らし,家 庭の状況に応 じた多様な対応が可能になった。

・幼児教育に関する研究と情報提供,教 材開発,幼 稚園の研修及び評価 を担当する

「幼児教育振興院」が設置 されるようになった。

・私立幼稚園の設立 ,幼 稚園教師の入件費など運営に必要な経費が援助 されるように

なった。

・実施地域 により,半 日制,時 間延長制,終 日制の運営が可能になり,家 庭の多様な

ニーズに合う幅広い選択が提供で きるようになった。

<表1>は,韓 国の国 ・公 ・私立の幼稚園の総数及び学級数と利用者数である。

表 ま 韓岡における幼稚園数及び利用者数

(単位:箇 所,名)

区分 國立 公立 私立 合計

施設数

学級数

人数

3

15

2毒0

畷,499

7,264

i25,855

3,922

19,7勲

438,739

8,424

26,990

564,834

(韓国教育開発院教育統計を参考に作成)

一方,<表2>で は,口 本の保育園に相当する 「子 どもの家」の設遣数と利用者数

を示 した。幼稚園と 「子どもの家」の施設数と利用する子 どもの入数を比較 してみる

と,「子どもの家」が幼稚園より,施 設数においては4。7倍,利 用する子どもの数にお

いて,2.4倍 と高い水準である。

また 「子 どもの家」の場合,国 ・公立の施設は全体の5.3%程 度に留 まっているが,

民間と家庭で設澱 ・運営する 「子 どもの家」は全体の89.7%を 占め,幼 児教育におい

て民間の役割が極めて大きいことが分かる。

なお,<表/>と く表2>は,ど ちらも20U年12月 の統計を基準としている。

表2韓 国における 「子どもの家(保 育園)」の数と使用者数

(単位:箇 所,名)

区分 鰻 ・公 立 法入 職場 家庭 父母共瞬 民間 合計

施設数 2,U6 !,462 興9 20,722 89 i5,004 39,842

入数 i43,035 112,688 24,987 308,唄0 2,286 757,323 董,384,729

(韓国保健福祉部の 「保育統計」を参考に作成)

融 「子 どもの家」の設遣 ・運営主体の区分㊥

・岡 ・公立:国 家や地方自治団体が設置 ・運営す る 「子どもの家」

・法入:社 会福祉法人によって設遣 ・運営する 「子 どもの家」

・職場:事 業主が会社の勤労者のために設置 ・運営する 「子 どもの家」

・家庭:掴 入が家庭あるいはそれに準 じた場所に設罐 ・運営する 「子どもの家」

・父母共同:保 護者が組合 を結成 して設置 ・運営する 「子 どもの家」
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・民闘 上記の区分 に含まれない 「子 どもの家」

(5)「 幼児教育法」改定の時期(2012年 以降～)

2012年 「幼児教育法」が改定され,幅 広い分野における幼児教育の制度改革が試み

られた、、主な内容は以 下の通 りである。

・幼児の無償教育を1年 か ら3年 まで延長

・幼稚園運営に関する重要事項 を審議する幼稚園運営委員会の設概

・幼稚園財政運営の信頼性を高めるため,国 ・公立幼稚園会計の導入

・様々な業務の処理速度 ・情報公示 ・幼稚園会計 をサポー トする 「幼児教育情報 シス

テム」の構築

・私立幼稚園の設立認可基準を明確化 し,施 設の設置基準を満た していない場合など

を除 き,原 則的に認町するよう緩和

以 ヒのように,1949年 以降の韓繍の幼児教育について,そ の変遷の歴史を簡単に振

り返ったが,韓 国政府は,幼 児教育の重要さを再認 しつつ,多 様な社会的ニーズに応

じて幼児教育の全体的な水準向上のため,努 力を重ねてきた歩みが見られる。特に,

幼児教育の格差間題,幼 児教育 システムの整備,幼 児により多 くの機会 を与えること

の重点性を認識 し,各 時期の幼児教育の課題や問題点を踏まえ,幼 児教育の公教育化

のための取組が見受けられた。

次の節では,公 教育化された幼児教育の共通課程 として,2012年3月 から全国に施

行される 「5歳 ヌリ課程」について注 目し,詳 しく政策の特徴及び教育課程の内容に

ついて見てい く、、

3.新 教育課程 「5歳 ヌリ課程」

({)「5歳 ヌリ課程」の導入

20鴛年3月!Hよ り,幼 児教育法と教育公務員法が改定 ・公布されたことで,幼 児

の無償教育が拡大され,幼 児教育の先進化のための法的基盤が整った、、

「ヌリ課程」は,誰 もが潜在的な力を十分に発揮 していけるように,国 家が公正な

教育機会を保障 し,質 の高い教育課程を提供するという目的を掲げ,2011年9月5H

に公示,2012年3月1Flか ら施行され,20!2年3月 より,す べての5歳 児の幼児を対

象に取 り組 まれている。この新 しい政策 「5歳 ヌリ課程」の制定は,長 い期間,幼 児

教育と保育がぬ元化 され,其 々独 自的な発展 と成長の姿 を見せてきたの とは異なり,

幼児教育系と保育系が,満5歳 児が学んでい くべ き教育目標 と内容を,国 家レベルで

の共通課程 として設概することに合意 したところに大 きな意義をもつ。
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図1「 ヌ リ課程」の導入 とその拡大

また2012年 の幼児教育法の改定によ り,3・4歳 においても,2013年3月 か ら 「ヌ

リ課程」が拡大実施されるようになった。(<図!>参 照)

現在は,3～4歳 の幼児の場合,所 得水準 ド位70%の 家庭 においてのみ,限 定的に

補助が受けられるようになっているが,2013年 からは,所 得に関係な く,5歳 児と同

額の補助金が受けられるようになる。

3～5歳 までの 「ヌリ課程」の拡大は,幼 児教育法で定めているすべての幼児(満

3歳 から小学校就学前の子 ども)に 対して,事 実上の公教育化を実現することを意味

す る、,2013年か ら,す べての対象幼児は,幼 稚園に通って も,r子 どもの家」(保 育

所)に 通って も,ど ちらにおいて も,同 じ内容の教育 ・保育が受けられるこ とにな

る、、(詳 しい年齢別補助金についてはく表3>を 参照)

表3幼 児教育 ・保育のための補助金(月 金額)

(単位 糊

年齢 2012年 2013年 2014年 20!5年 20!6年

満5歳 20Q,o◎o 慧2◎,GOo 鍛o,ooo 370,000 3◎o,ooo

満4歳 美77,000 鷺20,0◎0 窯40,◎ ◎o 黛70,0◎o 300,0()o

満3歳 !97,000 惣)ゆ00 240,00◎ 270,00◎ 300,◎ ◎o

※口は 「ヌリ課程」導入を示す

(2)新 教育政策 「5歳 ヌリ課程」の教育課程としての特色

「5歳 ヌリ課程 と幼稚園教育課程改定公示」(20U年9月5H)に よると,「5歳 ヌ

リ課程」の特色 として,6つ の特色を挙げることができる(図2参 照)。

新 しい教育課程の導入から生 じやすい教育現場の困難を最小 限滅 らすために,「 ヌ

リ課程」は,既 存 の標準保育課程 と幼稚園教育課程の内容 を最大隈反映 した内容 と

なってお り,そ の上,小 学校教育課程 との連携を考慮 し,幼 児教育課程から小学校教

育課程 まで一貫性のある教育課程を目指 している。
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図2「5歳 ヌリ課程」の騒指す方向性

ヌリ課程は,基 本的に:1口3～5時 間を教育課程の時問として定めているが,状 況

に応 じては柔軟 な対応を取ることを促 している。

(3)「5歳 ヌリ課程」の教育内容における特徴

新教育政策 「5歳 ヌリ課程」は,〈 図3>に おいて詳 しく示 しているように,3～

5歳 を対象 とする既存の教育科学技術部の 「幼稚園教育課程」の内容に,保 健福祉部

の 「標準保育課程」の内容が統合 され,そ の中で特に満5歳 の幼児に必要とされる重

要な内容だけを選別,修 正,補 完 したうえで完成 した教育課程である(詳 しくは図3

を参照)。

新 しく導入された 「ヌリ課程」の教育 内容においては,ど のような特徴があるの

か,ま た,「 ヌリ課程」の教育課程 として強調 されるようになった内容 とは何か,教

育内容の側面か らその特徴について,三 点をあげることにする。

まず,雛 一一に,秩 序を守ること,他 人に配慮すること,協 力することなど,幼 児の

社会性の発達を促す基本的生活習慣の形成に注 獄が難かれ,さ らにすべての課程にお

いて創意性や人としての心の育成(入 性教育りが強調 されるようになった点である。

第二に,小 児肥満が社会的な問題になっている現状を踏 まえ,健 康な体と心を育成

するため身体運動を強調 し,積 極的に身体運動活動に参加できるように注目している

点である。

第三に,現 在,日 本 と同様 に韓国社会においてもさまざまな多国籍家族や子 どもた

ちが増えている。幼稚園や保育所の中にも他国籍の乳幼児の入園 ・入所の機会が多 く

なり,社 会が益 々國際化に進むことが予想される。そのような観点から,多 文化の理

解,互 いの違いを尊重するカの育成を重要な課題として見な し,国 際化 に対応できる
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幼稚翻教誉課程

く欝の領斌〉

健康生活・社会生濡・表親生活 ・欝

語生活 ・探究性格

欝一難歳

聾齢甥

翼り課程

く難⑳領蛾〉

r子 どもの露諏 身体運勤と健康

意志伝達標準保欝課程

社金闘係
く蔭の領域〉 蕪術経験

基本生活 ・身体運動 社会關 霞然探究
係 ・意思伝達 ・叢術経験 ・霞然

探究

図3「3～5歳 年齢別ヌ リ課程」の教育内容

国民としての資質育成を強調 している点である。

講.残 された課題

発達心理学の分野では,人 間のライフスパンの中で特 に乳幼児期の経験 と養育課程

に,重 要な意味合いを遣 く場合が多い。人として生 まれ,見 ることも触れることもす

べてが初めてである乳幼児期,入 が社会的な存在である限 り,人 生の初期であるこの

時期に,ど のような経験 をさせるかは,社 会の大入や親にとっては極めて重要な諜題

となる。少子化が進み,家 庭の子 どもへの教育的関心がさらに高まる現代社会におい

て,「 より良い経験 をさせたい」 と我が予の教育環境に敏感になることは親の自然な

心理であろう。入生の初期に当たる乳幼児期の教育であるからこそ,そ ういった願望

はさらに強くなる。

今も,幼 い子どもの教育を巡っては,早 期教育や英才教育を導入 した方がよい とい

う意見がある…方で,就 学前 までは遊び中心の経験だけをさせ,創 意性を育成 した方

がよいといった意見も出てお り,子 どもの教育方法や環境の整備など,乳 幼児期の教

育の在 り方 について未だ論争が続いている現状である。

激 しい受験戦争,世 界で最 も高い私教育費,教 育格差,子 どもを教育することへの

不安の高 まり,低 い出産率,女 性の社会進出の増加など,さ まざまな教育問題を抱え

た韓國では,長 年,幼 児教育においても,さ まざまな観点からのイシューが浮上 して

きたことも事実である。特に注 目されてきたのが,幼 児教育の公教育化問題や幼稚園

と 「予どもの家」の非効率的な行政機関の二元化問題であった。その他,幼 児教育の

定義に関する論争,つ まり幼児教育を保育とは違 う概念として見なすべ きか,保 育 と

幼児教育を同 じ概念 として見なすべきか(つ まり保育 なしには幼児教育は成立 しな

い)と いう論争 もあったが,2004年 「幼児教育法」制定以降,韓 国では,幼 児教育の
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申に保育の意味を含めることで,政 策が進められて きた。

一方,OHCDの 多 くの国は,幼 児教育の対象を3歳 か らと定めてお り,フ ランス,

イギリス,ス ウェーデンなどは対象 を2歳 までに拡大 している。 またそれ らの国は,

幼児教育と保育の機能を教育中心に…・元化,あ るいは年齢別に教育と保育機能に分け

二元化している。スウェーデン,イ ギリス,ノ ルウェイなどは,教 育の機能に一元化

し,フ ランス,ド イツ,デ ンマークなどは,3(2)歳 以上は教育,そ の以下は保育

として,年 齢に応 じて区分 している。

韓国は,20!2年3月 より 「幼稚園」と 「予どもの家」において,共 通課程である 「ヌ

リ課程」を導入 した,し か し,も ともと,「幼稚園」は専業主婦の子 どもを教育する

ための機関 として作 られ,「 狩どもの家」は共働 きの家庭 をサポー トするための保育

の場 として発展 してきたという其々の歴史がある。

其々は,異 なる目的により,異 なる支援を,異 なる行政機関か ら長年実践 してきた

幼児教育機関であ り,「ヌリ課程」 という共通課程 をそれぞれの異なる性質の機関で

子どもたちに提供することは,決 して簡単なことではないと思われる。また各家庭の

教育観の相違や家族関係の状況の違いなどを考慮すれば,果 た して同 じ教育課程を提

供することが …・人ひとりの子どもにおいて最善の教育課程であるだろうか,と いう疑

問が残る。そ してそれぞれの幼児教育機関を利用する幼児と直接関わる親や保育教師

にとってはどうであろろうか,十 分に満足のい く納得のい く政策であるだろうか,と

いう問題意識が芽生える。

今,H本 においても 「幼保の 一冗 化」への議論がなされているが,「 産休明けの0

歳児でも長時問(8時 間以上)を 過 ごす保育所 と,3歳 以上の幼児が社会生活の第・一.一

歩を踏み出す幼稚園を,足 して2で 割るような…・元化を実施すれば,そ れぞれのニー

ズを無視することになる」 との指摘(泉,2005)か らも示唆されるように,単 に効率

的な運営の利便性 といった一面だけを強調せず,教 育支援 を受ける当事者,す なわち

教育政策に直接関わる幼児やその家族の声に,耳 を傾けていかなければならない。

また,残 された課題の一つとして,幼 児教育機関の不均衡問題がある。

「多 くの家庭が必要 とす ることは,保 育所 「子どもの家」の不足ではなく,質 のよ

い 「子どもの家」の不足である」(パ イネンシャル新聞,20U年U月29H付)と ある

ように,良 い幼児教育に求められる大事なことは,教 育や保育を担 当する教師の教育

力であ り,教 育課程の質である。政府は,大 学の学費同様の高い私立幼稚園に質の高

い教師が流れてしまう現像 に歯止めをかけるためにも,家 庭における保育補助だけで

なく保育機能を担当する 「子どもの家」への補助や幼児教育專門家の育成など,具 体

的な支援を設けなければならない。

よい保育教師を確保するために,ま ずは,保 育教師の給料の引kげ,耀19時 間を

超える勤務時間の再考など,教 師の勤務条件の根本的な改善が至急要求される。

<表2>で も示 した よ うに,現 在 韓 国 で は 「子 ど もの 家」を利 用 す る幼 児
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が,1,384,729名 も存在す る。つ まり,幼 稚園利用者(27%)を 大 きく上i薪1る73%の

幼児が 「子 どもの家」で,重 要な入生の初期経験 をし,幼 児教育課程を経て,児 輩期

へ移行するようになっている事実を,決 して看過 してはならない。

新教育政策 「ヌリ課程」は,漠 然とした無償教育 としてだけではな く,幼 児教育機

関の不均衡問題の改善,教 育内容における公平性,教 育プログラムの有効性,地 方教

育財政交付金 ・財源の確保などについて十分な検討を重ねなが ら,目 指す方向性の一

つとして示 されているように(図2),5幼 班 の幸擁を遊求 する'質 の高い幼児教育

の政策 として,今 後発展 していかなければならない。
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「ヌ リ」 とは,「世界」を意味する韓国語である。

H本 の文科省に相当する現在の教育部の旧名称

日本の 自治体 に相当する機関

知 ・情 ・意の調和 した入としての発達を指す。

「人性教育」とは,広 義の意味で人の心の教育を指 し,そ のための必要な教育要

素として,① 知(知 性)・ 情(感 受)・ 意(意 志)の 調和,② 自己実現のための価

値教育,③ 道徳教育などが強調 され,正 しい入闘像を財 旨した教育活動が含まれ

る。
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 A  Study  of  Improvement  of  Early  Childhood  Education  and  Curriculum  in  Korea; 

A Study of Improvement of Early Childhood Education 

           and Curriculum in Korea; 

Mainly early childhood programs based on the curriculums of 

            national .,h-Ec:.;rated course under 5 in Nuri 

                       Lee HwaJeong 

 The purpose of the study is to analysis the improvement of the early childhood education 
in Korea, and to suggest the direction to which Koran early childhood education sys-
tem go through the curriculums of national integrated course under 5 in Nuri. 

For this purpose, the following questions have been set up in this study. 
• What does the current status and the changing process of the early childhood education 
in Korea'? 

2. What in the characteristic of the curriculums of national integrated course un-
   der 5 in Nuri'? 

 3. What is the problem of the early childhood education system in Korea'? 
 4. What is the direction for improving of the early childhood education in Korea'? 

Early childhood education curriculum must be continuously improved on both the ba-
sis of the social environment and variables corresponding to the period and on the particu-
larities of the Korean people. Rather than frequently delineating new systems or policies in 
an inconsistent manner, it would be more appropriate to rectify existing problems and pre-

pare educational environment which can manage affairs in a creative manner. 

Keywords: early childhood, education system, curriculums of Nuri, government poli-
cies of the education
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